平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：公害対策費

	事業名:　ＩＣＰ質量分析計整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　地球環境課　水環境担当　                         

電話番号：058-272-1111（内2699）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


要求額：6,225千円（前年度予算額：6,225千円）

	事業内容


	１　事業の内容


重金属(有害物質)の測定を同時かつ迅速に分析可能なＩＣＰ質量分析計を整備する。
・住民の安全確保のための地下水や河川水の分析
・行政が実施することにより信頼性と迅速性を確保
・水質汚濁防止法に基づく地下水の常時監視に係る井戸水の分析
・環境事故に対する危機管理体制を確保できる
	２　所要経費


ＩＣＰ質量分析計のリース、保守点検　　6,225千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

	２　これまでの取組状況


地域の社会経済活動、日常生活に密接に関わり広く利用されている地下水の環境基準への適合状況を把握し、健康被害の未然防止に努めてきた。

結果は環境白書や県のホームページを通して調査結果等を県民に提供している。
	３　これまでの取組に対する評価


環境分野では、検体の分析に関して迅速性や行政の信頼性を求められる事例が多く、そうした事例では県の試験機関での分析を優先的に行ってきた。
地下水の概況調査や事業所等の自主検査、また土地取引を契機とする土壌汚染状況調査の結果、新たな地下水汚染が発見されたり、これを発端とした地下水汚染に対する周辺住民の不安が引き起こされたりしてきたが、この機器を使用した迅速な対応により地下水汚染範囲の確定や地下水利用者の健康被害の未然防止、周辺住民の不安の早期解消に寄与してきた。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	6,225
	
	
	
	
	
	
	
	6,225

	要求額
	6,225
	
	
	
	
	
	
	
	6,225

	1月15日時点査定額
	6,225
	
	
	
	
	
	
	
	6,225

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


